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要旨
山形県における通過儀礼の認知や経験の有無について調査し、現在も続く行事と儀礼食に
ついて分析を行った。 10年以上山形県に居住している人を対象に調査した結果、取り上げた
行事の認知度は高く、ほとんどが80%以上であった。一方で、経験度については認知度ほど
の高さではなく、特に還暦の祝いの経験度は、認知度の半分以下であった。世代別に比較す
ると、親世代は子世代よりも行事の認知度、経験度ともに高く、また儀礼に供される食べ物
の食経験においてはより差が大きいことが示された。子世代は、昔ながらの儀礼食を食べた
経験が少なく、現在、家庭で行う通過儀礼に準備する食べ物は従来のものではなく、家族が
好きなもの、または食べたいものではないかと考えられる。また、家族構成の違いによる比
較では、行事の認知経験・食経験いずれに於いても、 三世代同居家族とそれ以下の世代数の
家族における違いは認められなかった。
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緒言
日本では、古来より人生の節目にいくつかの通過儀礼があり、家や地域に伝わる伝統的な
しきたりや食事・作法等を伝えてきた。日本は稲作農耕民が主体であり、行事に提供される
食物には米を素材とするものが多かった 1)。しかし、近年、農業人口の減少や農業の機械化
が進み、稲作に関連する行事が簡素化され、また、家族構成が変化し、核家族が増えて多世
代同居の世帯数は減少し、子孫に伝統行事を伝える機会が少なくなっている と考えられる。
さらに、冠婚葬祭を扱う業者のサービス内容が充実し、従来各々が準備したものが外部委託
されるようになり、儀式そのものが簡略化されるなど、大きく様変わりしている。そこで、
通過儀礼について山形県民はどの程度認知経験し、またそれに伴う食べ物の摂取状況につい
て明らかにすることを目的とした。
方法
1.対象
平成21~23年度に日本調理科学会において行った特別研究「調理文化の地域性と調理科学
一行事食・儀礼食-J 2)は、 学会員248名が調査員となり、学生および一般を対象に、質問
紙留め置き自記式による質問紙調査法を用いた調査である。この調査結果データベースよ
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り、東北・北海道支部所属の調査者が入力したデータから、現在、山形県に在住している回
答者のみを抽出、さらに居住期聞が10年以上という対象者に分類し、分析対象とした。
2.調査方法
「調理文化の地域性と調理科学一行事食・儀礼食ー」の調査項目は調査対象者のフェイス
シート(調査票 1)、五節句などの年中行事で供される食べ物の認知・喫食状況(調査票2)、
通過儀礼に供される食べ物の経験(調査票3)であるが、その内、調査票3の通過儀礼の結
果より、行事の認知・経験、儀礼食の摂取状況について、年齢、家族構成等から比較検討
し、今後の伝承継続及び消失の要因を検討することとした。
結果及び考察
1.調査対象者の属性
山形県に在住していると回答した全員の属性を表lに示した。山形県在住者は116名で、
女性113名、男性3名であった。年齢は20歳未満が36.2%、20歳代が25.9%、30歳代は該当者
がいなかった。 40歳代は25.0%で、 50歳代9.5%、60歳代.70歳代 .80歳代は、それそれ1.7%、
0.9%、0.9%であった。
居住期間は、 5年未満が34.5%、5年以上10年未満は0.9%、10年以上20年未満は19.0%、
20年以上30年未満は25.9%、30年以上19.8%で、山形県に10年以上居住している人は75名で、
全体の64.7%であった。
10年以上居住している対象者のうち20歳未満と20歳代を 「子世代J、40歳代以上を 「親世代J
とすると、「子世代Jは32名で42.7%I親世代」は43名で57.3%、であった。
また、食の伝承に関係があると思われる家族構成は、 3世代家族が最も多く40.5%であっ
た。 10年以上山形県に居住している人のみを対象にすると、 3世代家族が60.0%、同世代・
2世代・本人一人・その他を合わせて他世代が40.0%となり、山形県は3世代家族が多いと
いう国民生活基礎調査3)に沿う結果となった。
表1 山形県在住者の属性
人数(%)
居住年数 5年未満 5~10年 1O~20年 20~30年 30年 計
未満 未満 未満 以上
年齢 20歳未満 24 (20目7) 1 (0.9) 17 (14.7) 0(0.0) 0(0.0) 42 (36.2) 
20歳代 15 (12.9) 0(0.0) 4 ( 3.4) 1 (9.5) 0(0.0) 30 (25.9) 
40歳代 1 ( 0.9) 0(0.0) 1 ( 0.9) 13 (11.2) 14 (12.1) 29 (25.0) 
50歳代 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 5 (4.3) 6 ( 5.2) 1 ( 9.5) 
60歳代 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 1 (0.9) 1 (0.9) 2 ( 1.7) 
70歳代 0(0目0) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 1 (0.9) 1 ( 0目9)
80歳代 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 1 (0.9) 1 (0.9) 
同居の 同世代 3 ( 2.6) 0(0.0) 2 ( 1.7) 3 (2.6) 2 ( 1.7) 10 ( 8.6) 
家族権成 2世代 2 ( 1.7) 1 (0.9) 6 ( 5.2) 10 (8.6) 6 ( 5.2) 24 (21.6) 
3世代 3 ( 2.6) 0(0目0) 13 (11.2) 16 (13.8) 15 (12.9) 47 (40.5) 
本人一人 26 (22.4) 0(0.0) 1 ( 0.9) 1 (0.9) 0(0.0) 28 (24.1) 
その他 6 ( 5.2) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 6 ( 5.2) 
言十 40 (34.5) 1 (0.9) 22 (19.0) 30 (25.9) 23 (19.8) 116(100.0) 
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2.通過儀礼の認知及び経験について
2.1 通過儀礼の認知度及び経験度について
10年以上山形県に居住している対象者の通過儀礼の認知度及び経験度の結果を図1に示し
た。 認知度では誕生日98.7%、七五三、 成人式、 葬儀が97.3%、結納、 婚礼、法事は93.3%
で全体的に高率の行事が多かった。反対に、低率だ‘ったのはお七夜45.3%、百日祝い69.3%
であった。 経験度については、 誕生日が認知度と同率で最も高く、 次いで、 七五三と葬儀が
90.7%、法事85.3%であり 、高率であったが、認知度よりは低い。経験度の低い行事はお七
夜が26.7%と認知度と同様に低い。また還暦の祝いは認知度が90.7%であるのに対し、経験
度は34.7%と低く、 非常に大きな差が見られ、同様に厄払いの行事も認知度は80.0%と比較
的高率であるのに対し、経験度は48.0%と対象者の半数に満たない。現在はあまり還暦の祝
いや厄払いを行わなくなっている ことが示唆される。
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10 。
通過儀礼の認識と経験の比較
2.2 世代の違いによる通過儀礼の認知・経験
山形県に10年以上居住している人を対象とし、親世代、子世代に分けて認知度、経験度を
比較した結果を表2に示した。認知度については、 親世代はほとんどの行事において95%以
上の認知度であるが、お七夜のみ67.4%と低率であった。子世代はお七夜の認知度がさらに
低 く15.6%であり 、百日祝いも親世代の3分のlの割合しか知らない。 世代聞においてカ イ
2乗検定した結果、危険率5%未満で有意な差が認められたのは結納と法事で、危険率 1%
未満で有意な差が認め られたのはお七夜、百日祝い、 初誕生、 厄払い、 還暦であった。 有意
な差が認められない行事のほうが少なく、世代によって認知度は大きく異なっているこ とが
示唆された。
経験度については、親世代は高率の行事が多いが、お七夜と還暦の祝いが低く (41.9%、
51.2%)、その行事そのものを行わなくなっているこ とが示唆される。 子世代の経験度は誕
生日、七五三は高いが (96.9%、90.6%)、葬儀や法事の経験度も高く (81.3%、71.9%)、三
世代同居の家族が多いことが背景にあるからではないかと思われる。世代聞においてカイ 2
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表2 世代の遣いによる通過儀礼の認知・経験
(%) 
行事 知っている 経験したことがある
親世代 子世代 x2検定 親世代 子世代 x2検定
出産祝い 95目3 78.1 n.s 88.4 21.9 * 
お七夜 67.4 15.6 * 41.9 6.3 * 
百日祝い 97.7 31.3 * 88.4 15.6 * 
初誕生 97.7 56.3 * 90.7 25.0 * 
誕生日 100.0 96.9 n.s. 100.0 96.9 n.s. 
七五三 97.7 96.9 n.s. 90.7 90.6 n.s. 
成人式 100.0 93.8 n.s 86.0 28.1 * 
結納 100.0 84目4 * 97.7 6.3 * 
婚礼 97.7 87.5 n.s 95.3 21.9 * 
厄払い 95.3 59.4 * 79.1 6.3 * 
還麿 100.0 78.1 * 51.2 12.5 * 
葬儀 100目。 93.8 n.s. 97.7 81.3 n.s. 
法事 100.0 84.4 * 95.3 71目9 * 
( * pく0.05，料 p<0.01， n.s. :有意差なし)
n =75 (親世代 43名、子世代 32名)
表3 同居家族の構成の遣いによる通過儀礼の認知・経験
(%) 
行事 ま日っている 経験したことがある
三世代 他世代 x2検定 三世代 他世代 x2検定
出産祝い 86.4 90.3 n.s. 63.6 54.8 n目S.
お七夜 43.2 48.4 n.s. 27.3 25.8 n.s. 
百白祝い 68.2 71.0 n.s. 59.1 54.8 n.s. 
初誕生 79.5 80.6 n.s. 63.6 61目3 n.s. 
誕生日 97.7 100.0 n.s. 97.7 100.0 n.s目
七五三 95.5 100.0 n.s. 90.9 90.3 n.s. 
成人式 95.5 100.0 n.s. 63.6 58.1 n.s 
結納 93.2 93.5 n.s. 59.1 58.1 n.s. 
婚礼 93.2 93.5 n.s. 61.4 67.7 n.s. 
厄払い 7.3 83.9 n.s. 56.8 35.5 n.s. 
還暦 88.6 93.5 n.s. 34.1 35.5 n.s. 
葬儀 95.5 100.0 n.s. 90.9 90.3 n.s. 
法事 93.2 93.5 n.s. 86.4 83.9 n.s. 
( n.s. :有意差なし)
n = 75 (三世代家族 44名、他世代家族 31名)
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乗検定した結果、法事は危険率5%未満で、出産祝い、お七夜、百日祝い、初誕生、成人
式、結納、婚礼、厄払い、還暦については危険率1%未満の確率で有意な差が認められ、認
知度よりも経験度において、世代聞の差が示された。親世代における出産祝い、お七夜、百
日祝い、初誕生の経験は自身だけでなく、身内や知人の祝いに立ち会う回数も多いため高率
になったと思われる。子世代の経験度の低さについては、幼児期の記憶がおぼろげであった
り、人を介してのものと予測され、そのため低率になるのか、行事そのものを行わなくなっ
たためか不明で、ある。
2.3 同居の家族構成の違いによる通過儀礼の認知・経験
山形県に10年以上居住している対象者のうち、 三世代同居と世代数がそれ以下の場合の家
族構成を他世代として、認知度 ・経験度を比較した結果を表3に示した。認知度では他世代
家族が誕生日、七五三、成人式、葬儀において100%であったが、三世代家族の対象者も高
率で認知している行事項目である。お七夜の認知度は三世代、他世代ともに40%台であり、
他の行事と比べると低い。三世代同居家族と他世代家族の結果をカイ 2乗検定した結果、ど
の行事においても有意な差は認められなかった。
経験度が高かったのは、誕生日、七五三、葬儀、法事などであり、経験度が低かったのは
認知度同様にお七夜であった。行事ごとの経験度の割合は三世代家族でも、他世代家族で
も、ほとんど同じであり、有意な差は認められず、祖父祖母世代が同居していることは、昔
ながらの行事、しきたりを伝えやすい素地があるのではないかと思われたが、同居家族の構
成状態が通過儀礼の認知や経験に必ずしも影響しないことが示唆された。
3.通過犠礼に供される食べ物の経験
山形県に10年以上居住している対象者の通過儀礼に供される食べ物を食べた事があると回
答した割合を表4に示した。
3.1 ケーキ・千歳あめについて
調査で取り上げた食品のなかで、誕生日のケーキはほぼ100%の割合で食べた事があると
いう回答であった。誕生日の祝いは他の行事と比べると盛んに行われているひとつである。
ケーキは昔からの食べ物ではないが、現在では用意するのが当たり前のようになっていると
考えられる。
七五三の千歳あめは全体値で84.0%と高い経験度であり、世代別 ・家族構成別に比較して
も経験度に差がなかった。江戸時代の浅草寺が発祥といわれている千歳あめ4)は、山形県
の通過儀礼における食べ物のなかで伝承されていることが示唆された。
3.2 ご飯類について
ご飯類のカテゴリーでは、七五三の赤飯・小豆飯・すしが最も高率で、食されており、全体
値で62.7%であった。七五三の経験度の高さから読み取れるように、七五三の行事は粛々と
続いており、親世代では米中心の昔ながらの和食の食べ物が準備されていたと考えられる。
しかし、子世代の七五三の赤飯・小豆飯・すし食経験度は親世代より27.5%低い値であり、
それで、も他の行事の食べ物の経験度のなかでは高率のほうである。以上の結果より、七五三
の祝いの行事は行うが、昔ながらの食べ物ではないものを用意する家庭が増えていることが
示された。
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表4 通過儀礼に供される食べ物の経験
<行事で食べた事がある割合> (%) 
食品名 全体 親世代 子世代 X2検定二世代閑居他世代 X2検定
行事名 (n=75) (n=43) (n=32) (n=44) (n=31) 
ケーキ 誕生日 98.7 100.0 96.9 n.s. 97.7 100.0 n.s. 
千歳あめ 七五ニ 84.0 86.0 81.3 n.s 86.4 80.6 n.s 
(;:'飯類)
赤飯・小豆飯・すし 七五三 62.7 74.4 46.9 * 72.7 48.4 n.s 
赤飯・小豆飯・産飯 出産祝い 45.3 69.8 12.5 本* 50.0 38.7 n.s 
赤飯・小豆飯 百日祝い 42.7 65.1 12.5 * 40.9 45.2 n.s 
初誕生 30.7 44目2 12.5 * 31.8 29.0 n.s. 
成人式 29.3 44.2 9.4 ** 38.6 16.1 n.s. 
還暦 18.7 30目2 3.1 * 18.2 19.4 n.s 
誕生日 17.3 20.9 12.5 n.s. 15目9 19.4 n.s 
お七夜 12.0 20.9 0. *刻ド 13.6 9.7 n.s 
(もち・まんじゅう類)
カもち・一升もち・紅白もち・誕生もち
初越生 37.3 60.5 6.3 本本 38.6 35.5 n.s. 
もち・紅白もち、紅白鰻頭
成人式 25.3 30.2 18.8 * 25.0 25.8 n.s 
もち 厄払い 17.3 27.9 3.1 *本 20.5 12.9 n.s 
紅白もち、紅白鰻頭 還暦 8.0 11.6 3.1 n.s 6.8 9.7 n.s 
尾頭っき魚
百日祝い 40.0 60.5 12.5 *本 43.2 35.5 n.s 
還暦 9.3 16.3 0.0 * 11.4 6.5 n.s 
お七夜 8.0 14.0 。 本* 9.1 6.5 n.s 
精進料理
葬儀 68.0 86.0 43.8 *判ド 68.2 67.7 n.s. 
法事 42.7 58.1 21.9 ホネ 36町4 51.6 n.s. 
握り鮪など、精進料理以外
葬儀 41.3 51.2 28.1 n.s. 52.3 25.8 n.s. 
通過儀礼の料理(繕)
法事 61.3 67目4 53.1 * 56.8 67.7 n.s. 
結納 57.3 95.3 6.3 *刻ド 61.4 51.6 n.s 
婚礼 57.3 90.7 12.5 * 54.5 61.3 n.s 
還暦 22.7 34.9 6.3 * 27.3 16.1 n.s 
( * pく0.05，料 p<O.Ol， nふ :有意差なし)
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出産祝い、百日祝いの行事を経験している親世代は、その行事の食べ物として赤飯・小豆
飯を経験しているが、初誕生、成人式、還暦、誕生日、お七夜においては、行事経験はあっ
ても、その行事に赤飯・小豆飯を食べない人の方が多い結果となった。初誕生、成人式、お
七夜は行事経験者のうち、約半数の人しかその行事で食べた経験が無く、また誕生日の赤
飯・小豆飯は、 5分の1の人しか食べていないことが示された。子世代の食経験度は、さら
に低い結果であった。世代間でカイ 2乗検定した結果、七五三は危険率5%未満の確率で、
出産祝い、百日祝い、初誕生、成人式、還暦、お七夜は危険率1%未満の確率で有意な差が
認められた。家族構成の違いによる比較では、有意な差は認められなかった。
民間で慶事に赤飯を用いるようになったのは、江戸時代になってからといわれており、江
戸時代の料理書には作り方が載っている。赤飯を用いる理由は赤い色は邪気をはらい厄除け
の力をもっと信じられていること、古代は赤米であったので祝儀には赤い飯を用いるなど諸
説あるが5)、現在は飽食の時代となり、食べ物の由来や願掛けで食べることよりも食べたい
ものを用意することが優先となり、食事を楽しむということでお祝いをするというように変
わってきていると考えられる。
3.3 もち・まんじゅう類について
もち・まんじゅう類の料理は、初誕生の時の食経験が最も多く、全体値において37.3%、
親世代の経験度は60.5%であり、子どもに関する行事には積極的に取り組んでいた様子が読
み取れる。しかし、子世代の食経験度は低く、世代聞における有意な差が認められる。表2
より、初誕生の行事を知っている子世代の割合は62.5%であるにも関わらず、経験度は27.8
%であり、同時に力もち・一升もち等もち類の食経験11.1%と低率となったのは、その時期
の記憶がないからか、行事をやらなくなったためかと考えられる。
成人式、厄払い、還暦におけるもち・まんじゅう類の食経験度は、全体値でも、親世代に
限定しでもあまり高くはない。しかし、子世代はさらに低い値であるため、成人式、厄払い
について世代間での有意な差が認められた。家族構成の違いによる結果では、有意な差は認
められなかった。
日本で餅を行事食としたのは平安期からと言われ、以前、もちは主食の中でも格上6)で、
ごちそうという意識があったからか、山形県では祝い事やもてなしにもち料理を使っていた
が、今回の結果から、現在は人生儀礼食には以前ほど食べられていないことが示唆された。
3.4 尾頭付き魚について
尾頭っき魚の食経験度は百日祝いの席が最も多く、還暦、お七夜については低率であっ
た。産後すぐのお七夜よりも、百日祝いの行事に重きを置いていることが示唆された。昭和
初期には百日祝いの席に、尾頭付き魚も出されており 7)、現在も昔からの習わしを踏襲する
家はあると思われるが、今回の結果から減少している様子がうかがえる。
山形県の内陸部ではお祝いに鯉を用いたり、紅白のおめでたい様子を演出するために鮭を
用いたりもするので、一般的に「お祝いの魚というと尾頭付き」という認識がどの程度ある
か不明なところがあるので、今後調べていきたい。
3.5 精進料理・料理膳等について
精進料理は法事よりも葬儀の時に出す割合が高いことが示され、全体値で68.0%、親世代
に絞ると86.0%の食経験度であった。世代聞の差は大きく、子世代は約半分の値となり、有
意な差が認められた。家族構成の違いによる結果では、有意な差は認められなかった。
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また、葬儀における料理が現在では精進に限らないのではないかと思われたが、握り鮪な
ど精進とは限らない料理を葬儀で食べた経験は、精進料理よりは低く、現在でも、不祝儀に
は精進料理という意識が続いていることが示唆された。
通過儀礼の料理膳は、親世代の結納と婚礼の料理を食べた経験度が高く、しきたりを重ん
じ、婚礼だけでなく、結納を大切にしていた様子が示された。
まとめ
通過儀礼の行事については、誕生日、七五三、葬儀、法事が認識度・経験度とも高く、出
産祝い、成人式、結納、婚礼、厄払い、還暦の祝いは認識度と経験度に大きな差が見られ
た。親世代はお七夜以外の行事は90%以上の認知度であり、経験度も高いが、子世代は全体
的に低く、世代聞で有意な差が認められた。儀礼食の食経験では、祝い料理の代名詞のよう
な赤飯・小豆飯は、七五三における経験度は高いが、他の行事では低く、また子世代の経験
度はよ り低かった。尾頭っき魚ともち料理についても全体的に経験度は低く、以前ほど用意
をしない料理になっていることが示唆された。三世代家族と他世代家族において比較した結
果、有意な差はなく、祖父母同居が行事やしきたりを伝えるとは一概にはいえないことが示
唆された。しかし、身内からの伝承だけでなく、大きい単位の町、市、県として基本的な儀
礼が伝わっている可能性も考えられ、他県との比較も行っていきたいと思う。
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